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木
谷
　
浩

「
コ
イ
ン
の
水
族
館
」
著
者

　

先
月
、
い
つ
も
の
「
ヒ
マ
？
」「
イ
ツ
？
」
で
か
つ
て

の
同
僚
と
昼
食
を
し
ま
し
た
。
当
地
の
ウ
マ
イ
モ
ノ
を

食
べ
た
い
と
の
所
望
で
、
一
時
間
の
距
離
と
は
い
え
、

遠
路
遥
々
の
集
合
で
し
た
。
当
地
の
名
物
は
？ 

と
聞
か

れ
て
も
、
当
の
住
民
に
思
い
当
た
る
の
は
、
〇
〇
沼
の

ウ
ナ
ギ

？？ 

駅
の
観
光
ガ
イ
ド
で
当
地
の
美
味
し
い
モ
ノ

は
？ 

と
聞
く
に
、
評
判
の
鰻
屋
を
紹
介
さ
れ
た
次
第
で

す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
〇
〇
沼
が
名
所
公
園
と
な
り
、

そ
の
近
く
に
あ
る
大
学
で
勉
強
し
た
同
僚
が
、
半
世
紀

前
で
は
鰻
も
食
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
「
貧
乏
学
生
」

だ
っ
た
事
も
あ
っ
て
、
鰻
屋
に
目
が
移
っ
た
様
で
す
。

　

ウ
ナ
ギ
は
世
界
中
で
食
さ
れ
、
有
史
以
来
、
簡
単
に

採
捕
で
き
る
身
近
な
食
料
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
日
本
独
特
の
蒲
焼
に
は
、
世
界
中
の
ウ
ナ
ギ
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
生
ま
れ
の
ウ
ナ
ギ
が
日

本
に
帰
化
？ 

し
て
成
長
す
れ
ば
、
そ
の
国
籍
は
ど
う
な

る
の
？ 

当
然
な
が
ら
、
国
籍
は
日
本
で
す
が
、
原
産
地

〇
〇
、
育
成
地
〇
〇
、
加
工
地
〇
〇
、
と
な
り
、
煙
に

巻
か
れ
る
始
末
で
す
。
味
に
一
家
言
あ
る
総
入
れ
歯
の

同
僚
は
「
あ
の
タ
レ
さ
え
あ
れ
ば
、
何
で
も
ウ
ナ
ギ
」

と
言
う
の
で
「
御
意
！
」。
評
判
に
釣
ら
れ
て
入
店
し
ま

し
た
。

　

画
像
１
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
二
〇
ズ
ロ
ッ
チ

（
二
〇
〇
三
）、
プ
ル
ー
フ
銀
貨
、
ウ
ナ
ギ
の
形
態
を

成
長
過
程
で
示
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ

（A
nguilla anguilla

）、
こ
の
種
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
部

大
西
洋
沿
岸
が
主
な
分
布
域
な
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ

ギ
リ
ス
の
市
場
で
も
加
工
品
を
含
め
て
必
ず
見
か
け
る

魚
と
コ
イ
ン
を
肴
に
珈
琲
憩
（
四
）

　
　
煙
を
撒
餌
に
、
餌
は
タ
レ
、
ナ
ニ
を
釣
る

画像 2

画像 1

図 1

庶
民
の
魚
で
す
が
、バ
ル
ト
海
に
も
い
る
様
で
す
。
ス
ー

プ
や
燻
製
が
多
い
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ワ
イ
ン

と
燻
製
の
香
り
で
、
日
本
で
は
蒲
焼
の
煙
に
巻
か
れ
て

食
べ
る
、
庶
民
は
無
料
の
煙
だ
け
で
満
腹
と
あ
れ
ば
、

そ
の
風
土
も
オ
ツ
な
も
の
で
す
。

　

画
像
２
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
二
ズ
ロ
ッ
チ
（
二
〇
〇
三
）、

前
の
コ
イ
ン
は
プ
ル
ー
フ
銀
貨
で
す
が
、
本
品
は
一
般

流
通
の
コ
イ
ン
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ

ナ
ギ
、
さ
ら
に
学
名
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
バ
ル
ト
海

で
は
全
面
漁
獲
禁
止
が
提
案
さ
れ
た
様
で
す
が
、
絶
滅

危
惧
種
と
は
言
え
、
国
内
外
で
の
需
要
が
高
い
様
で
す
。

成
魚
の
ウ
ナ
ギ
だ
け
で
な
く
、
ピ
ザ
や
ニ
ン
ニ
ク
炒
め
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
漬
け
缶
詰
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

？？ 

シ

ラ
ス
…
…
ウ
・
ナ
・
ギ
…
…

？！ 

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
？ 


